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１．研究目的 

 普段、音と映像を使ったインスタレーションな

どをみる機会が多く、卒業研究に向けて考えた

結果、視覚以外のものを可視化する作品を制作

してみたくなった。その制作により、視覚表現

の可能性を探る。 

 

２．調査と分析 

 ノイズには色の名前が割り当てられている。名

前の由来はノイズの波長や周波数などに関係し

ていることがわかった。 

 それらの色に対応する心理的要素を色彩学な

どの面から調べてみると、たくさんのイメージ

があった。それぞれの色を２つずつのイメージ

に絞ることにした。約 500 人にアンケートをと

った結果、こういった結果が出た 

 

 
色のイメージは表情につながり、人の感性を表現できる。 

 

３．コンセプトの立案 

(１)視覚以外ものを可視化する。(今回の場合、

音から色、そして感性への変換) 

(２)客観的、論理的なものに、感性を組み合わ

せることにより映像作品を制作し、新たな表現

の可能性を探る。 

 

４．デザイン展開 

(１)人の表情 

アンケートのイメージと色を参考に、モデルを

使い表情を作ってもらい、さらにそれに合った

ヘアスタイルとメイクを作り表現した。【図１】 

(２)ノイズの色 

表現として、ノイズの音、色、表情（感性を元

に表現）がそれぞれに対応して変わっているの

がわかりやすいように色 → 表情という順で動

画へ表示させた。 

 

５．完成図 

 

 
▲図１ それぞれの表情 

 

 
▲図２ カラードノイズの色 

 

６．結論 

 「視覚表現の可能性を探る」という点では色と

音と感性（表情）を組み合わせて、映像までの

展開をうまく表現できたと考える。また完成品

をみせてアンケートを取った結果、色に合った

イメージを感じ取れる、という回答が多かった。 

 制作面では音への理解と、映像への理解が足り

ていない部分があり、難しい面もあった。 
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